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伊賀市　 「事務事業評価」　結果総括シート〔2次評価シート〕 （４）評価実施年度 平成　19　　年度

（１）政策
コード 名称 （５）評価責任者職名 産業振興部長

22 (3)雇用の場が充実しているまちづくり （６）評価責任者氏名 半田　泰士

（２）基本施策

コード 名称

（３）生活課題 46 若者も含め、地元に働きたくなるような職場がある。

（７）評価者

46 ①地元に魅力的な雇用の場をつくる 企画振興部長

（９）
継続・
新規
(19.20.
21.22)

コード （１０）事務事業名 コード （１１）担当部課名

（１２）事業費(千円)

（１３）
投入
人員
（人）

な成果（新規事業の場合は目標

（１７）
指標の
単位

）

（１８）
評価
類型

１次評価結果 ２次評価

（33）その他の改革
改善点についてＨ１８

決算額

Ｈ１９
予算額・
補正要
求額

Ｈ２０
要求
見込額

（１４）指標名

指標の数値 個別評価

(23)
総合
評価

（24）
方向性

（25）
１次評
価修正
有・無

（26）修正点 （27）修正の理由

（28）
改革改善
案修正の
有・無

（29）
修正点

（30）
優先
度
区分

(31)
方向
性

（32）
方向性の評価につい

て
（１５）
１７年度

（１６）
１８年度

（１９）
必要性

（２０）
有効性

（２１）
達成度

（２２）
効率性

継続 0571
シルバー人材センター運営費等
経費

160200 商工政策課 20,150 18,430 18,430 0.4

シルバー人材
センターに対
する仕事の受
託件数

5,640 6,125 件 Ⅰ 4 3 4 3 A 現状維持 無 ― ― 無 ― 1G f ― ―

継続 0012
産学官連携研究開発拠点整備
事業

040100 企画調整課 9,956 402,450 189,450 1.0 参画企業数 - - 社 Ⅱ 4 4 4 4 A 現状維持 無 ― ― 無 ― 1G b ― ―

２０・新
規

572-1 内外への情報発信・提供の充実 160200 商工政策課 1,539 1,476 1,476 0.1
システム登録
事業者数

H20で200 社 Ⅰ 4 4 - 3 A - 有
方向性を拡大とす
る。

必要かつ有効な施策
の着手に至っていな
い

無 ― 2G b ― ―

継続 572-2 情報提供と相談機会の充実 160200 商工政策課 2,064 2,118 2,068 0.2
就職セミナー
参加者数

651 528 人 Ⅰ 4 3 3 3 A 現状維持 無 ― ― 無 ― 3G c ― ―

継続 723-1
産学官民連携による交流や事
業展開等

160200 商工政策課 4,396 4,348 4,300 0.5
フォーラム・交
流会参加者数

168 151 人 Ⅰ 4 3 4 3 A 拡大 有
方向性を現状維持
とする

政策としては拡大し
たいが、行政負担に
求めなくとも成果の
達成は可能

無 ― 4G c ―
受益企業体の負担を
求めていく

全 5 事業
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